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実
施
２
年
傾
向
な
お
つ
か
め
ず

共
通
テ
ス
ト
は
現
在
、
多
く
の

私
立
大
も
利
用
す
る
。
平
均
点
ダ

ウ
ン
は
、
そ
の
入
試
に
も
影
響
を

与
え
た
。
一
つ
が
難
関
私
立
大
で

の
志
願
者
増
だ
。

今
春
は
上
智
大
、
中
央
大
、

立
教
大
、
関
西
大
を
除
い
た
難

関
大
は
志
願
者
が
増
え
た
。
大

学
通
信
の
井
沢
さ
ん
は
「
共
通

テ
ス
ト
の
難
化
に
よ
り
、
国
公

立
大
志
望
者
の
併
願
が
増
え
た

の
で
し
ょ
う
。
首
都
圏
や
関
西

圏
で
難
関
や
準
難
関
の
国
公
立

大
を
狙
っ
て
い
た
層
は
、
自
宅

か
ら
通
え
る
『
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
』

（
明
治
大
、
青
山
学
院
大
、
立

教
大
、
中
央
大
、
法
政
大
）
や

『
関
関
同
立
』
（
関
西
大
、
関

西
学
院
大
、
同
志
社
大
、
立
命

館
大
）
を
併
願
し
た
た
め
で
し

ょ
う
」
と
見
る
。
私
立
大
の
志

願
者
総
数
は
駿
台
の
推
計
で
約

３
３
２
万
５
０
０
０
人
。
前
年

比

％
減
と
戦
後
最
大
の
減
少

幅
だ
っ
た
昨
春
か
ら
、
今
春
は

０
・
１
％
の
微
減
だ
っ
た
。

来
春
の
入
試
は
ど
う
な
る
の

か
。
共
通
１
次
も
セ
ン
タ
ー
試

験
も
、
初
年
度
か
ら
の
平
均
点

ダ
ウ
ン
は
３
年
目
ま
で
続
き
、

さ
ら
な
る
波
乱
も
予
想
さ
れ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、
共

通
テ
ス
ト
で
設
置
さ
れ
た
「
第

２
日
程
」
が
今
春
は
設
け
ら
れ

な
い
な
ど
、
入
試
日
程
な
ど
へ

の
影
響
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
。

駿
台
の
石
原
さ
ん
は
「
共
通

テ
ス
ト
は
ま
だ
２
年
。
今
後
、

何
が
出
題
さ
れ
る
か
は
読
み
に

く
い
。
共
通
テ
ス
ト
対
策
の
模

試
を
複
数
回
受
験
し
、
ど
ん
な

問
題
が

出
て
も
慌
て
な
い
よ

う
に
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
お
く
こ
と
で
す
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を

送
る
。
さ
ら
に

「
一
般
選
抜
の
倍
率
が
下
が
り
、

合
格
し
や
す
い

環
境
だ
か
ら

こ
そ
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と

が
で
き
る

大
学
を
夏
ま
で
に

見
つ
け
、
早
い
時
期
に

志
望

校
を
固
め
て
ほ
し
い
」
と
力
説

す
る
。

大
学
通
信
の
井
沢
さ
ん
は

「
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
な
ど
、
自
ら
の
意
思
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
不
安
定
要
素

と
も
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」
と
受
験
生
の
置
か
れ
た

状
況
を
心
配
す
る
。
そ
の
上
で

「
学
校
現
場
や
保
護
者
な
ど
、

大
人
の
支
援
が
必
要
な
の
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
付

け
加
え
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
一
応
の
め
ど
が

立
っ
た
と
思
わ
れ
た
２
月
下

旬
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

侵
攻
。
そ
れ
に
伴
う
物
価
の
高

騰
な
ど
、
先
行
き
の
不
透
明
感

も
漂
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大
学

が
発
信
す
る
情
報
へ
の
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
し
、
納
得
い
く
志
望

校
選
び
が
肝
要
に
な
る
。

「波乱」こそ初志貫徹を
共通テスト難化で個別試験勝負

過
去
最
低
続
出
も
難
関
大
志
願
増

こ
れ
が
何
を
示
す
の
か
。
合

否
の
決
定
で
、
難
関
大
は
共
通

テ
ス
ト
の
成
績
が
占
め
る
割
合

が
低
く
、
準
難
関
大
か
ら
一
般

的
な
大
学
ま
で
は
、
そ
の
割
合

が
高
い
傾
向
に
あ
る
。
石
原
さ

ん
は
「
『

〜

％
』
の
グ
ル

ー
プ
は
平
均
点
ダ
ウ
ン
を
受

け
、
１
ラ
ン
ク
下
の
大
学
に
出

願
し
た
受
験
生
が
多
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
実
際
に
準
難

関
レ
ベ
ル
の
大
学
は
、
志
願
者

減
が
目
立
っ
て
い
ま
す
」
と
指

摘
す
る
。

昨
春
ま
で
志
願
者
数
が
６
年

連
続
で
国
公
立
大
ト
ッ
プ
だ
っ

た
千
葉
大
は
、
前
年
よ
り
約
９

０
０
人
減
で
２
位
に
。
大
阪
市

立
大
と
大
阪
府
立
大
が
統
合
し

た
大
阪
公
立
大
が
代
わ
っ
て
首

位
と
な
っ
た
が
、
前
年
の
両
大

学
の
志
願
者
の
合
計
と
比
べ
る

と
約
４
％
減
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

対
策
で
前
年
に
大
半
の
学
部
が

２
次
試
験
を
取
り
や
め
た
反
動

で
約
３
１
０
０
人
の
増
だ
っ
た

横
浜
国
立
大
は
例
外
だ
が
、
東

京
都
立
大
や
筑
波
大
、
横
浜
市

立
大
も
志
願
者
が
減
っ
た
。

対
し
て
、
東
京
大
や
京
都
大

は
じ
め
旧
帝
大
な
ど
難
関
国
立

大
は
軒
並
み
志
願
者
を
増
や
し

た
。
東
京
大
は
前
年
比
４
１
８

人
増
、
京
都
大
も
９
年
ぶ
り
の

志
願
者
増
。
北
海
道
大
、
九
州

大
、
大
阪
大
も
志
願
者
が
増
え

た
。
駿
台
の
石
原
さ
ん
は
「
上

位
層
に
は
共
通
テ
ス
ト
の
難
化

は
『
個
別
試
験
勝
負
』
を
挑
め

る
、む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
、

と
こ
と
ん
強
気
で
押
し
た
受
験

生
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
」
。
一
方
で
「
コ
ロ
ナ
禍
前

の

年
春
の
私
立
大
文
系
の
最

難
関
グ
ル
ー
プ
全
体
の
実
質
倍

率
は
５
・
２
倍
で
し
た
。
今
春

は
３
・
４
倍
ま
で
下
が
っ
て
い

ま
す
。
大
学
の
間
口
は
確
実
に

広
が
っ
て
い
ま
す
」
。

少
子
化
に
よ
る
受
験
人
口
の

減
少
で
倍
率
は
下
が
る
傾
向
に

あ
る
。
波
乱
が
起
き
て
も
動
じ

ず
、
志
望
を
貫
く
こ
と
が
、
合

格
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
も
あ
る

の
だ
。
な
お
、
今
春
の
国
公
立

大
一
般
選
抜
の
志
願
者
総
数
は

万
８
６
５
７
人
（
独
自
日
程

の
大
学
を
除
く
）
で
３
年
ぶ
り

に
志
願
者
増
だ
っ
た
。

波
乱
は
「
３
年
目
」
も
続
く
の
か
。
大
学
受
験
界
は

９
月
か
ら
２
０
２
３
年
度
（

年
４
月
）
入
学
の
総
合

型
選
抜
入
試
が
始
ま
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
制
度
改
革
な
ど

過
去
２
年
、
大
学
入
試
は
大
き
く
揺
れ
た
。
そ
こ
か
ら

見
え
て
き
た
も
の
は
何
か
。
今
春
の
入
試
結
果
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
受
験
生
の
大
学
、
学
部
・
学

科
選
び
の
道
し
る
べ
を
探
っ
た
。

【
飯
山
太
郎
】

今
春
の
大
学
入
試
は
「
過
去

最
低
」
続
き
だ
っ
た
。

ま
ず
導
入
２
年
目
の
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
は
、
平
均
点
が

大
幅
に
ダ
ウ
ン
す
る
科
目
が
相

次
い
だ
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

の
最
終
集
計
に
よ
る
と
、
数
学

Ⅰ
や
数
学
Ⅰ
・
Ａ
、日
本
史
Ｂ
、

化
学
、
生
物
な
ど
７
科
目
で
、

平
均
点
が
前
身
の
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
時
代
も
含
め
、
過

去
最
低
を
記
録
し
た
。

ま
た
、
東
京
大
で
は
合
格
者

の
平
均
点
が
全
科
類
で
、
過
去

年
で
最
低
と
な
っ
た
。
こ
の

点
数
に
は
共
通
テ
ス
ト
の
成
績

も
含
ま
れ
て
い
る
。

駿
台
予
備
学
校
進
学
情
報
事

業
部
の
石
原
賢
一
部
長
は
「
共

通
テ
ス
ト
が
難
化
し
て
平
均
点

が
下
が
り
、
個
別
試
験
勝
負
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
難
関

大
志
望
層
が
強
気
の
志
願
を
維

持
し
た
こ
と
が
目
立
ち
ま
し

た
」と
今
春
の
特
徴
を
挙
げ
る
。

共
通
テ
ス
ト
の
平
均
点
ダ
ウ

ン
は
、
あ
る
意
味
で
織
り
込
み

済
み
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
過
去

に
実
施
さ
れ
た
二
つ
の
「
共
通

試
験
」
は
い
ず
れ
も
、
導
入
初

年
度
よ
り
２
年
目
は
平
均
点
が

下
が
っ
て
い
た
た
め
だ
。

１
９
７
９
年
に
初
実
施
の
共

通
１
次
試
験
は
セ
ン
タ
ー
の
発

表
で
、
初
年
度
の
５
教
科
７
科

目
の
平
均
点
は
６
３
６
・
１
点

(
１
０
０
０
点
満
点
)
で
、
翌

年
は
６
１
７
・
４
点
に
下
が
っ

た
。

年
開
始
の
セ
ン
タ
ー
試

験
も
、
駿
台
の
推
計
で
初
年
度

平
均
点
は
５
教
科
６
科
目
で
５

４
４
・
７
点
(
８
０
０
点
満
点
)

だ
っ
た
の
に
対
し
翌

年
は
５

０
９
・
１
点
と
ダ
ウ
ン
し
た
。

共
通
テ
ス
ト
は
駿
台
と
ベ
ネ

ッ
セ
に
よ
る
デ
ー
タ
ネ
ッ
ト
実

行
委
員
会
の
推
計
で
、

年
は

５
教
科
７
科
目
の
平
均
点
が
、

文
系
で
５
５
２
点
（
９
０
０
点

満
点
）
、
理
系
で
５
７
２
点

(
同
)

そ
し
て

２
年
目
の
今
春

は
文
系
が
５
０
８
点
、
理
系
は

５
１
３
点
と
ダ
ウ
ン
し
た
。
た

だ
、
過
去
の
共
通
試
験
は
２
年

目
も
得
点
率
は
６
割
を
維
持
し

て
い
た
。
共
通
テ
ス
ト
の
得
点

率
は
文
系
が

％
、
理
系
が

％
で
過
去
に
な
い
ダ
ウ
ン
幅

で
、
正
に
｢
波
乱
｣
が
起
き
た
。

今
回
は
成
績
の
上
位
や
下
位

に
か
か
わ
ら
ず

総
じ
て
平
均

点
が
下
が
っ
た

大
学
通
信
情

報
調
査

編
集
部
の
井
沢
秀
部

長
は
｢
東
京
大
の
合
格
者
の
平

均
点
ダ
ウ
ン
は

成
績
上
位
層

も
得
点
を
伸
ば
せ
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す

逆
に

こ

れ
で
受
験
生
は
『
同
じ
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
』
に
立
て
ま
し
た
｣

そ
し
て

こ
う
付
け
加
え
た

｢
成
功
し
た
の
は
平
均
点
ダ
ウ

ン
に
も
動
じ
ず
、
自
分
の
立
ち

位
置
を
し
っ
か
り
冷
静
に
分
析

し
、
国
公
立
大
の
２
次
試
験
な

ど
個
別
試
験
ま
で
諦
め
ず
、
頑

張
り
続
け
た
受
験
生
で
し
た
」

で
は
、
志
願
動
向
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
。
駿
台
の
石
原
さ
ん

が
一
つ
の
デ
ー
タ
を
挙
げ
る
。

ま
ず
、大
学
を
難
易
度
別
に
、

共
通
テ
ス
ト
の
得
点
率
で

％

未
満
〜

％
以
上
を
５
％
刻
み

に
六
つ
に
分
け
る
。
そ
し
て
、

各
得
点
率
で
合
格
可
能
性
が

％
と
な
る
大
学
を
グ
ル
ー
プ
分

け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
願
者
の

増
減
を
見
る
。
す
る
と
、
得
点

率
の
上
位
と
下
位
の
各
２
グ
ル

ー
プ
の
志
願
者
数
は
ほ
ぼ
前
年

並
み
だ
っ
た
。
し
か
し
、
「

〜

％
」
は
約

％
の
減
少
、

一
つ
下
の
「

〜

％
」
は
逆

に
８
％
の
増
加
だ
っ
た
。

今春の大学入試で志願者が９年ぶりに増加した
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